
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

（１）製作に必要な材料や手順が分かり、製作計画、手縫いやミシン縫いによる目的に応じた縫い方及び用

具の安全な取扱いについて理解するとともに、それらに係る技能を身に付ける。 

（２）生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作について問題を見いだして課題を設定し、 

様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなどして課題を解決する力を身に

付ける。 

（３）家族の一員として、生活をよりよくしようと、生活を豊かにするための布を用いた製作について、課題の

解決に向けて主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し、実践しようとする。 

 

２ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 製作に必要な材料や手順が分かり、

製作計画について理解している。 

・ 手縫いやミシン縫いによる目的に応じ

た縫い方及び用具の安全な取扱い

について理解しているとともに、適切

にできる。 

生活を豊かにするための布を用いた物

の製作計画や製作について問題を見

いだして課題を設定し、様々な解決方

法を考え、実践を評価・改善し、考えた

ことを表現するなどして課題を解決す

る力を身に付けている。 

家族の一員として、生活をよりよくしよう 

と、生活を豊かにするための布を用いた 

製作について、課題の解決に向けて主 

体的に取り組んだり、振り返って改善し 

たりして、生活を工夫し、実践しようとし 

ている。 

 

３ 学習活動に即した評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①製作に必要な材料や手順が分か

り、製作計画について理解している。 

②手縫いやミシン縫いによる目的に応

じた縫い方及び用具の安全な取扱

いについて理解しているとともに、適

切にできる。 

①生活を豊かにするための布を用いた物

の製作計画や製作について問題を見

いだして課題を設定している。 

②生活を豊かにするための布を用いた物

の製作計画や製作について考え、工夫

している。 

③生活を豊かにするための布を用いた物

の製作計画や製作について、実践を評

価したり、改善したりしている。 

④生活を豊かにするための布を用いた物

の製作計画や製作についての課題解

決に向けた一連の活動について、考え

たことを分かりやすく表現している。 

①生活を豊かにするための布を用いた

製作について、課題の解決に向けて主

体的に取り組もうとしている。 

②生活を豊かにするための布を用いた

製作について、課題解決に向けた一

連の活動を振り返って改善しようとし

ている。 

③生活を豊かにするための布を用いた

製作について工夫し、実践しようとして

いる。 

 

４ 題材について 

本題材は、生活を豊かにするための布を用いた製作について、手縫いやミシン縫い及び用具の安全な取

扱いに関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、必要な材料や手順等の製作計画を考え、製作

を工夫できるようになることをねらいとしている。 

本実践では、まず自分の生活を振り返り、身の回りにある袋を観察して、工夫の仕方等について調べる。 

小学校家庭科事例２  個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

題材名 「生活を豊かにソーイング」 

第６学年  Ｂ 衣食住の生活 

♦本実践の概要 

  児童が自身の生活を振り返り、それぞれ必要だと感じる袋の形を考え、生活を豊かにするための袋の製作を

行う題材である。１人１台端末を活用して製作計画を立て、グループ内で発表し、各自の製作手順や工夫点につ

いて友達と話し合うことを通して、より自分に合う製作計画に改善・修正していく授業を展開した。 



 

 

それを基に、どのような袋があると自分の生活がよりよくなるかを考えて袋に入れたい物とそれに合う形を決

め、これまでの製作経験とも照らし合わせながら、目的に合った袋を選ぶ。児童の選択の幅を増やすことをね

らいとして、ナップザック・縦型トートバック・横型トートバックの３種類を提示し、さらにトートバックにはまちが

ある物とない物、ナップザックには基本コースと短縮コースを用意する。このように選択肢を増やすことで、個

別最適な学び、特に学習の個性化を図る。また、製作計画を立てる際には、１人１台端末を活用し、作り方の

工夫等について調べながら、製作計画を立てる。その後、自分の製作計画を同じ形の袋をつくるグループ３

～４人で発表し、お互いの計画や工夫について話し合うことを通して、自分の製作計画を更に修正・改善す

る。また、製作時には、地域のミシンサークルの方々にご協力いただき、必要に応じた重点的な指導を個別に

行う。このような学習活動を通して児童同士だけでなく、地域の方々との協働的な学びの充実も図りたい。で

きあがった後には、それぞれ袋を活用し、使用した感想や改善点を交流して次の製作の意欲へとつなげる。 

 

５ 指導と評価の計画  （・は指導に生かす評価、○は記録に残す評価を表す） 

 

ねらい・学習活動（抜粋） 

評価規準（評価方法） 
・指導に生かす評価 ○記録に残す評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

布を用いた物の製作について関心をもち、使う目的に

応じた工夫を見つけようとするとともに、自分の生活を

豊かにする物をつくるために、問題を見いだして課題

を設定することができる。 

 
〇思① 
（取組の様子） 

〇主① 
（ワークシート・ 
ポートフォリオ） 

２ 

自分が作成したい袋に必要な材料や、製作手順が分

かり、製作計画を立てることができる。 ・知① 

（取組の様子） 

・思② 
（スライド） 

 

３
（
本
時
） 

製作計画を発表し合い、改善点や修正点について話

し合い、製作計画を工夫することができる。 
 

〇思② 
（スライド） 

〇主② 
（スライド・ポート 
フォリオ） 

４
～
９ 

用具の安全な取り扱いを理解し、正しく印をつけること

ができるとともに、製作計画を基に縫い方や手順を考

え、工夫して製作することができる。 

 

・知② 

（取組の様子） 

〇思③ 
（取組の様子） 

〇主② 
（ポートフォリオ） 

１０ 

生活を豊かにするための布を用いた袋の製作につい

て、実践を評価したり改善したりして、生活をよりよくす

る工夫を考えることができる。 

〇知①② 

（ペーパーテスト） 

 

〇思④ 

（スライド） 

 

〇主③ 

（ポートフォリオ） 

 

６ 本時の授業（第３時） 

（１）本時の目標 

・生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作について様々な解決方法を考え、工夫する

       ことができる。 

    ・家族の一員として、生活をよりよくしようと、生活を豊かにするための布を用いた製作について、計画を

       振り返って改善することができる。 

 

（２）本時の評価規準 

      ・生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作について様々な解決方法を考え、工夫して 

いる。【思考・判断・表現②】 

    ・家族の一員として、生活をよりよくしようと、生活を豊かにするための布を用いた製作について、振り返 

って改善しようとしている。【主体的に学習に取り組む態度②】 



 

 

（３） 本時の実際 

過程 主な学習活動と児童の反応 評価と配慮事項 

つ 

か 

む 

 

５ 

分 

１ 本時のめあてを確認する。 ・学習の過程を記録するためのポ

ートフォリオを配付する。 

・1 人１台端末を準備しておく。 

・同じ袋を作る３～４人のグループ

を編成し、近くの席に座らせる。 

考 

え 

る 

 

２８ 

分 

２ 同じ袋を作る３～４人のグループで製作計画を発表し、話し合う。 

・工夫（かざりの種類や付け方、材料等）やそれに合う製作手順といった

話し合う視点を確認する。 

・話合いの進め方と約束を確認する。 

 

・発表を受け、友達の製作計画の良いところや改善点についてスクールタ

クトのスライド「３．工夫」「５．製作手順」にしぼってコメントを記入する。 

・コメントを書き込んだ後、意見を発表する。 

・机を向かい合う形にさせる。 

・児童の思考の助けになるように、 

ヒントカードや補助資料を必要な

グループに配付する。 

・話合いに時間をとるために、コメ 

ントを記入するスライドを「工夫」 

と「手順」に限定する。 

・スライドの内容についてアドバイ 

スするよう指導する。 

〇思②(スライド) 

 

 

 

 

 

 

深 

め 

る 

 

７ 

分 

３ 製作計画を修正する。 

・工夫や製作手順等について、話し合ったことや友達からのコメントを参考

にしながら、手書きで製作計画を修正する。 

 

 

 

 

・見え消しにして赤で付け足しや修 

正を行い、考えの変容を見取る。 

〇主②（スライド） 

ま 

と 

め 

る 

 

５ 

分 

４ 本時の振り返りをポートフォリオに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 児童の振り返りを基に本時のまとめを行う。 

・数名の児童に発言させる。 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

・次回は製作に入ること、必要な道具や材料を持ってくるよう伝える。 

・児童の言葉でまとめができるよ

う、机間指導を行う。 

〇主②（ポートフォリオ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達と話し合って自分にぴったりの製作計画をつくろう。 

約束 

・メッセージは削除しない。 

・「いいね」は押さない。 

・コメントへの返信はしない。 

発表は１人７分間 

 ①発表（２分） 

 ②コメント入力（２分） 

 ③話合い（3 分） 



 

 

７ 実践を振り返って 

本事例は、布を用いた物の製作について自分に最適な課題を設定し、児童が自己調整しながら他者と協

働して学ぶことをめざした実践である。 

まず、自分の生活を振り返り、袋に入れたい物とそれにあった形、用途に合わせた工夫を考えた。そして１

人１台端末の学習支援ソフトを活用して製作計画を立てた。 

本時では、少人数のグループで自分の立てた製作計画を発表した。時間確保のために工夫と製作手順

に絞り、良い点と改善点についてコメントを入力し、話合いを行った。ポケットを縫う手順や目的に応じた糸の

色、ポケットの大きさと付ける位置等について話し合う様子が見られた。その後、コメントや話合いを参考に製

作計画を修正し、より自分にぴったりな計画にした。本時を通してポケットや飾りを付ける製作手順を改めた

り、返し縫いをより重点的に行うところを明記したり、自分の技能や目的に合わせて糸の色を変更したりする

などの変容が見られた。このことから、協働的な学びにより新たな気付きを得られたことがうかがえる。一方

で製作経験が少なく、製作手順を具体的にイメージすることができずに効率のよい手順について考えが及ば

ない児童もいた。教師がヒントカードや具体物を根拠に気付かせようと試みたが、本時では具体的に考える

ことができなかった。 

製作では、地域のミシンボランティアの方にご協力いただいた。製作計画について考えたことで手順をイメ

ージすることができ、順調に製作が進んで予定より少ない時間で製作を終えることができた。効率のよい手

順についても、ボランティアの方からヒントをいただいたり、試行錯誤したりする中で気付き、自分の目的に応

じた手順で製作を進める児童の姿が見られた。 

製作を終え、袋を使う期間を設けた後、袋を使用した感想や製作計画について振り返りを行った。袋を使

用した感想として、まちやポケットの便利さが挙げられた一方で、ポケットの大きさや飾りの強度、持ち手の長

さなどについての改善点が挙げられた。製作計画の良かった点では、ポケットを付ける手順の工夫や返し縫

いを重点的にするタイミングの明記などが挙

げられ、改善点としては、アイロンをかける手順

やポケットを作る手順を計画に入れること、ポ

ケットを付ける手順の工夫などが挙げられた。 

学習前は生活が豊かになる袋について「物

がたくさん入る」「生活が楽になる」袋だと考

えていた児童が、学習後には「自分好み」「使

いやすい工夫がある」袋だと気付き、生活を豊

かにする要素について具体的に考えることが

できるようになった。それぞれの目的に合わせ

た袋を製作することで、意欲と主体性を保ちな

がら、友達やボランティアの方々と協働的に学

び、新たな気付きを得ることができた。学びの

必要感を持たせ、児童の思いを大切にしなが

ら学習を進めることで豊かな学びになることを

感じた実践であった。 


